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工一J．，ラフォン／D．，マルティモー

　　『インセンティブの理論』

プリンシパルーエージェント・モデル

J．一J．Laffont　and　D．　Martlmort，7物θη1θoη（ゾ

1％66窺漉∫’7腕6　P7劾6ψαゐ・49θ窺　〃。ゴθ1，　Prin－

ceton　University　Press，2002　pp．421．

　本書のタイトルを和訳すると『インセンティブの

理論：プリンシパルーエージェント・モデル』とな

るが，本書がカバーする分野は今日では契約理論

（contract　theory）と呼ばれることが多い．契約理

論とはゲーム理論や情報の経済学と相互に影響を与

えつつパラレルに発展してきた理論分野で，情報の

非対称性や立証不可能性により生じるインセンティ

ブの問題を明らかにし，それらを解消するためには
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どのような制度を設計することが望ましいかを探る

分析手法である．契約理論の有効性はすでに欧米で

は確立しており，あらゆる経済学の分野で応用研究

が行われている（明示的に語られることは少ないが，

1996年のノーベル経済学賞の受賞理由は「非対称情

報下でのインセンティブの経済理論に対するファン

ダメンタルな貢献」で，ビル・ヴィックリーとジ

ム・マーリーズは契約理論の基礎を築いたことで受

賞したといえよう）．さらに経営戦略，会計制度，政

府組織，商法・会社法などへと応用研究は広がって

いる．

　ただしゲーム理論や情報の経済学との境界が不鮮

明であるため，ノ伽7ηα1qプE60ηo吻あ五髭6η伽名6の

分類システム（http：／／www．aeaweb．org／j　ournal／

elclasjn．html）には契約理論に対応するコードはな

く，また契約理論，インセンティブ，プリンシパル

ーエージェントという用語自体も現れていない状況

である．しかしその一方で，たとえばエコノメトリ

ック・ソサエティ（Econometric　Society）が5年に

1度開催する世界大会（World　Congress）の第8回

大会（2000年8月11－16日，シアトルのワシントン

大学にて）では，84名のプログラム委員中9名が契

約理論を専門に掲げている．

　本書は契約理論の分野に特化してある程度包括的

にカバーする最新の教科書である（なお評者が執筆

した日本語の教科書が2003年春に有斐閣から出版

される予定である）．これまで利用可能な同様の教

科書であるSalani6（1997）およびMacho－Stadler

and　P6rez・Castrillo（2001，　First　Editionは1997）と

比べて，本書はいくつかの点で独特の性格を有して

いる．

　まずなによりもその分量である．本書自身が

Salani6（1997）およびMacho－Stadler　and　P6rez－

Castrillo（2001）を上回るページ数であるということ

よりも，そもそも本書が3分冊の第1冊目であると

いうから恐れ入る．日本の出版業界では考えられ，な

い企画であろう．目次を見て「何だ，プリンシパル

ひとり，エージェントひとりの基本モデルだけじゃ

ないか」と早合点してはいけない．複数エージェン

トの理論は第2冊目，複数プリンシパル，ダイナミ

クス，不完備契約，暗黙のインセンティブ等は第3

聖目の担当なのである．

　第1冊目の本書は基本的なプリンシパル一世ージ

ェント・モデルの解説に集中しているので，基本モ

デルの分析手順と背景にある論理のみならず，基本

モデルのバリエーションと拡張についても非常に丁

寧に説明している．たとえば事前の参加制約と事後

の参加制約，追加情報の効果，確率的メカニズム，

2次元のタイプ空間，確率的な参加制約，タイプに

依存した参加制約，マルチタスクなどがカバーされ

ている．これらのトピックの多くは，他の教科書で

はページ数の制約の関係で省略されるかごく簡単に

触れられるのみであることと対照的である．また基

本モデルの説明も多くの図を用いながら非常にゆっ

たりと進められる．アドバース・セレクションでは

タイプが2種類，モラル・ハザードでは努力水準と

成果がいずれも2種類のケースに限定して，多彩な

バリエーションと拡張を統一的に説明しようとする

試みは評価すべきだし，かなり成功していると思う．

　ただし気になる点も少なくない．第1に数式も非

常に多いし細かいところを気にしすぎて説明が冗長

に感じられるところも少なくない．第2にマルチタ

スク・モデルを離散変数のモデルで説明しているの

は他の箇所との統一性を重視したためと思われるが，

オリジナルのHolmstrom　and　Milgrom（1991）や組

織の経済学の教科書Milgrom　and　Roberts（1992）

と同様に，正規分布モデルと線形契約の仮定を用い

て説明した方がわかりやすいと思う．そして第3に

アドバース・セレクションとモラル・ハザードの扱

いは必ずしも対等ではないように感じる．アドバー

ス・セレクションの基本の章（第2章）ではタイプが

2種類のケースに限定し8種類の工夫されたグラフ

を用いて説明している一方，モラル・ハザードの基

本の章（第4章）ではその大部分で努力と成果が2種

類のケースを扱いながらグラフは全く用いられてい

ない．仕事のほとんどがアドバース・セレクション

の分野である著者たちと，もっぱらモラル・ハザー

ドの分野で仕事をしている評老との間の見解の相違

を超えた非対称性があると思う．

　本書の第2の特徴は，アドバース・セレクション

（隠された知識）とモラル・ハザード（隠された行動）

という非対称情報のスタンダードな2本柱に加えて，

立証不可能性を第3の柱としている点である．立証

不可能性は，第3層目で展開されるはずの不完備契

約の理論の準備のために用意されていることは明ら

かであるが，最近の不完備契約の基礎付けの研究で

は，対称情報下の遂行理論（implementation　the－

ory）への理解が欠かせない．ナッシュ均衡による

遂行とマスキンの単調性条件および部分ゲーム完全

均衡による遂行などは，既存の契約理論の教科書で
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は扱われないトピックであるが，本書は立証不可能

性という柱の下で，これらのトピックを詳しくカバ

ーしている．不完備契約の基礎について興味はある

が，遂行理論を経済環境のセッティングで学習する

ことに躊躇する学生にとっては大変ありがたい特徴

であろう．

　第3の特徴として本書第1章を紹介しておこう．

「経済思想におけるインセンティブ」と名付けられ

たこの章は，歴史上の社会科学者が語るインセンテ

ィブについての引用を集めた楽しい章である．

Adam　Smithに始まり，　Hume，　Wicksell，　Groves，

Borda，　Bowen，　Vickrey，　Walras，　Knight，　Arrow，

Pauly，　Pigou，　Lerner，　Hurwiczなどが登場するが，

とりわけ評者が興味深く感じたのは，今日の経営学

の出発点を築いたChester　Barnardからの多くの

引用である．

　著者たちによると「本書の目的は経済学を専攻す

る学部生および大学院の1年生が，インセンティブ

理論を容易に学習できるようにすること」にあるが，

学部生には（★で示されるテクニカルな部分を除い

たとしても）やや難しいかもしれない．むしろ意欲

のある学生が自習用として用いるか，少人数のぜミ
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ナール等でじっくり輪読するため用いるのがよいと

思う．大学院生のための授業で利用する場合でも，

教科書に指定するよりは参考書にとどめることを推

薦する．教科書には契約理論の分野を簡潔に展望す

るSalani6（1997）等を指定して，基本モデルの講義

の際に本書を参照すると使いやすいだろう．本書が

契約理論への参入をいっそう促すことを期待したい．
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